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産学公連携コーディネータに聞く

産学公連携のしくみづくりと都産技研OB時代
の体験をベースに、中小企業をサポート

産

公 学
中小企業の技術開発や製品開発の過程でさまざまなサポートをする都産技研の「産
学公連携コーディネータ」。 日頃受ける相談や、サポート内容の実際をご紹介します。

　産学公連携コーディネータ（以下、CD）に着
任したのは平成21年ですが、私は都産技研の
OBで、東京都の労働経済局商工部への出向
時に産学公連携のしくみづくりに携わってい
ました。都産技研の中に産学公連携CD室を設
置し、5名のCDを置いたのもその一環です。退
職後、自身がCDを引き受けたのも、産学公連
携の背景や経緯を知っているのでお役に立て
ると思ったからです。
　都産技研時代の経験は、CDとしての仕事
に大いに役立っています。大学時代は排気ガ
スを専門としていましたが、都産技研では
めっき工場で使用している、人体に有毒なシ
アン化合物について研究論文を多く発表する
など、排水の問題にも深く携わりました。平成
14年に施行された土壌汚染対策法に絡んで、
土壌汚染についても研究しています。大気・
水・土壌、それぞれの汚染浄化技術に携わり、
論文発表もしているので、どのテーマについ

ても対応できることがCDとしての私の強み
だと思っています。
　また、CDとして肝心だと思っているのは、
相談内容の見極めです。さまざまな相談があ
りますが、取り組み内容や産学公連携につな
げられるかなどを咀嚼して見極めることが私
のモットーです。内容によっては技術相談で
解決する場合もありますので、必ずしも産学
公連携につなげる必要はなく、相談にいらし
た方にとって本当に必要なことは何かを一緒
に考えて提供することを心がけています。
　中小企業の皆さんは、少ない人数で仕事を
こなしており、時間にどうしても追われてしま
うので、ネットワークを張って新しい事業を展
開することには難しい部分もあると思います。
そうした皆さんに情報や技術を提供し、課題
解決のお手伝いをしていくことが、都産技研の
仕事であり、我々CDの仕事でもあります。

シリーズ 最終回

【産学連携の例】東京都の助成事業を活用した船舶の排水処理装置の開発
　東京都では、試験や開発のための初期費用を助成する事業を行っています。この事業を利用することにより、産学公共
同での開発が取り組みやすくなりました。例えば、輸送機関に使用されるトイレを製作している都内の会社から、船舶の
生活排水処理装置の開発について相談があり、この事業を活用して排水処理の研究を行っている大学と
のマッチングを行いました。なお、この会社からは船舶から出る生ごみの処理装置の開発についても相談
があり、共同開発する大学を調査して大学との共同研究をコーディネートしました。

Profile
1971年東京理科大学工学部工業化学科
卒業。大学院を経て、1973年東京都立工
業技術センター、都産技研にて35年間、
公害防止や環境技術の研究開発、技術評
価、相談に従事。退職後は「環境技術評価
研究所」を設立。企業における環境技術開
発の推進、公害防止技術の指導等の活動
を行っている。2009年より産学公連携
CD。環境管理技術、環境分析(大気、水質、
土壌)の研究開発と技術評価が専門。

野々村 誠 コーディネータ

野々村ＣＤの担当曜日
毎週金曜日9時～17時

中小企業の皆さんへ
　他のCDも言っていますが、中小企業の皆さんには産学公連携CDをどんどん活用していただきたいですね。ど
んな相談でもOKです。新しい技術開発、大学や他の企業との共同研究のご希望にも応じます。都産技研は、都内
の中小企業の創出・振興を図るため、さまざまな技術分野の職員や施設・設備・装置を配備して試験や研究、技術
相談に対応しています。CDの専門分野も幅広く、またお互いに情報交換していますので、ご相談内容に最適な
CDが対応します。ご相談をお待ちしています。

相談→共同研究までの経緯

●平成24年4月 輸送機関に使用されるトイレを製作している都内の会社が、「船舶の生活排水を処
理する装置を開発したい」という相談で来所。

●平成24年6月　排水処理を行っている大学を調査し、コンパクトな排水処理装置を開発している大
学教授を紹介。

●平成24年8月　東京都の助成事業を利用して平成24年度に共同研究を実施。
●平成25年度～　企業の独自資金で引き続き同大学と共同開発を行っている。

野々村
CD

研究開発にかか
る初期費用を助
成してくれるこ

のような事業によって、産
学連携が実現した例が多
くあります。こうした支援
内容があることをぜひ
知ってほしいですね。

製品化事例07 インライン計測のための生産データ記録装置の開発

企 業 名
U R L
所 在 地
事業内容

株式会社ケーテー製作所
http://www.ktmfg.co.jp/
東京都墨田区向島1-25-15
自動充填機、キャッパーなど、包装機械の設計、製造、販売

●PLCを用いたインライン計測システム（薬品充填・計測システム）
●薬品を充填し、同時にリアルタイムで全量測定が可能。

製品の概要

●平成21～22年度共同研究「オープンネットワークを用いたPLC
の分散制御ユニットの開発」にて、KT-FISを試作。
●KT-FISを販売するにあたり、厚労省の新ガイドライン「医薬品・
医薬部外品製造販売業者等におけるコンピュータ化システム適
正管理ガイドライン」への適合を検証。
●機能安全等の知見を生かし、新ガイドラインに必要な検証項目を
洗い出し、ガイドラインに適合しているかどうかのテストを実施。

都産技研の支援内容

都産技研の支援内容

事業化実施時期　平成24年12月

販売価格　　　　非公開

販売数量　　　　非公開

製品化事例08 ゲルマニウムを使ったフレネルレンズの製品化支援

企 業 名
U R L
所 在 地
事業内容

日本特殊光学樹脂株式会社
http://www.ntkj.co.jp/
東京都板橋区蓮根2-16-10
プラスチックレンズおよび各種金型の製造販売

●赤外線を透過するが、機械加工が困難な材料であるゲルマ
ニウムを用いたフレネルレンズ。
●遠赤外線が通過するため、暗視カメラやセンサー、サーモグ
ラフィーなどへの使用が可能。
●凸レンズなどに比べて薄いため、製品の軽量化に貢献。
●原材料の使用量を減らしてコストを削減。

製品の概要

●白色干渉計による精密加工の証明と加工方法を検討。
●精密加工を表現したパンフレット作成を支援。

販売開始時期　平成25年4月

販売価格　　　非公開

販売数量　　　非公開

開発した外部処理ユニット（KT-FIS）

ゲルマニウム製フレネルレンズ

充填装置

技術相談 共同研究 オーダーメード開発支援

オーダーメードセミナー

依頼試験 実地技術支援

実地技術支援
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